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アミナ}ゼは荷群に差はなく漸増した。今後， ~章害舟で
の代謝および臨床的に経験しているいわゆる酵素誘導を
実験的に証明したいと考えている。 
14. Elemental Dietの露外分泌iこ及iます影響
坂本昭雄(千大)
慢性葬凄犬を作成し，無麻酔下に各種或分栄養鶏(生
食水・ ED製品・全粥ミキサー食・ 10%詣肪乳剤・リノ
ール酸 .pH 4.2と pH3.0の50%ブドワ糖 .pH 5.5と 
pH 3.0の12%アミノ酸〉を十二指藤内に注入した結果， 
ED製品は pHを下げると拝外分泌に対し刺設作用が
あった。遊離詣酸であるリノーノレ酸は捧外分泌を耗激し
た。 50%ブドワ糖， 12%アミノ酸，pH 3.0の50%プF
ウ糖は共に捧外分誌、を抑制したが，pH 3.0の12%アミ
ノ酸は抑崩しなかった。 
15. 門蘇圧元進痘における雪静脈蜜の研究
白戸寿男(千大)
教室においてX続的に検索し持た円IDN庄充進症は124
例で，食道静脈癌註 116例92%， 青静脈窪は94伊J75.8%
に認めた。教室のX線分類で胃静思表癌illIVV群，食道静
寂癌IVV群の組合せの症例で約80%以上の吐下車の発生
をみる。胃静寂濯分類illIVV群で門脹圧300mmH20以 蔓性炎症を伴'1はすべて何らかの8 {7iJ癌柱部分の検索では 
上， WHVP 250mmH20以上の痘備は非営に出血率は
高い。内服造影でF号訴・ 1専静脈交叉角が広い場合，短曹
静騒が認、吟られる場合に，高度な胃静脈撞を形成してい
る事が多い。 
16. 享L癌の血行性転移に欝する顎究
麿奇具日之(千大〉
教室における1960年より 1976年までの乳癌手衛症例は 
269例でこの中再発生存4伊jと再発形成の特現せる死亡 
47例許51倒について検討するに，臓器再発28例54.9誌と
乳癌の再発は車行性転移によるものが最も多く重要であ
る。骨・蹄転移症例は St亘でも再発までの期間の謹め
て短いものがあり，これら辻僻前からすでに転移をきた
していたと想録される。また，再発後合勢療法で長期生
存が得られてお安，合併療法に加え乳癌の血行性転移に
対する対策が必要である。 
17. Elemental Dietに関する研究〈第2報)

一一ー特に消詑と吸収について一一

山室美砂子(千大〉 
Wistar系ラット;こ胆汁窪または捧液蓮を作成し，消
化按の欠落した状態における ElementalDietの消化
吸収について実験的に検討した。約10S間にわたる体
重， Ht.血清蛋自の変化，水分，窒素，電解質ノ号ランス
を見ると，対照群p 無担汁群，無罪液群の関に著るしい
差はなかった。また実験中辻糞便の排f世誌なかった。す
なわち消化液の欠落状態下においても，正常と同様の消
化鼓収態度を示し，指訪下痢も起こさないことが認めら
れた。 
18. 胆嚢露の臨床病理学的検討
山本義一(千大〉
胆嚢癌切除例16例のうち 1年以上の長期にわたる愁訴
をもつものが5例みられ， いずれも胆石を合許してお
担癌と担石症との関連が示唆される。指前に胆嚢癌と診
断されたものは 1例のみで，荷中診断例8例中 6倒は組
臓器浸潤を認めた。術後診断伊jの7例中 4伊jは国有筋麗
にとどまり肉眼的にも表層型といえるものであった。非
っており， 4例;こ異型上皮が認められた。 
19. 転移性肝癌の診翫法について
伊賀浩(千大)
転移性肝癌の診断法の中で肝シンチグラム， CTス
キャン，エコーグラムについて，それぞれの診斯能を比
較検討した。検討症剖は 113例でこれら全て開援手術を
施行し，好転移の有無を確認した。その結果，肝転
移発見率辻シンチ46.7%，CT，エコー共に80%，診断率
で辻シンチ82.7%，CT 53.8%，エコー95.8%であり，
エコーがすぐれていた。又転移巣の診断可能な大きさは
シンチ， CTで2cm，エコーで lcmと思われる。 
20. 急性肝不全犬における糖代謝の研究
相馬光弘(千大)
肝血流遮断による急性肝不全犬を作成し，生食， 10% 
glucose，10% glucose十Insulin投与の 3群にて，生存
時間， chemical dataにつき比較検討した。生食群の生
存持障は13.4時間， 10% DX群23.9待問， 10% DX十 
Insulin群20.7時間であったo また生食群で、は血糖イ直，
